














図 1. 石淵池前面の堤防（上）と開

放した水門（下） 

図 2. 再生干潟内でのアオノリ養殖試験風景（左・中央）と 

収穫されたアオノリ（右） 

再生干潟を利用してアオノリ養殖試験を始めました 

 
水圏環境研究課 国分秀樹・山田浩且 

 
かつて英虞湾の湾奥部には多数の干潟が存在しました。しかし、江戸時代後期から戦前に

かけて盛んに干拓が行われ、その多くが消失しました。干拓によって消失した干潟面積は全

体の約 70％にも及びます。その一方で、干拓によって生み出

された農地の 90％以上が現在では休耕地化しています。水産

研究所の試算によれば、これらの消失干潟を復元することで、

湾の水質浄化機能が大きく改善でき、赤潮や貧酸素水塊の軽減

につながることが期待されます。 
水産研究所では、干潟再生のきっかけになればと、平成 22

年 4 月から湾奥部の調整池（石淵池と呼ばれる潮受け堤防と干

拓地の間にある約 2ha の池）をモデル海域として、干潟再生実

験に取り組み始めました。この実験では、潮受け堤防にある水

門を開放し、後背地に海水導入を図るという簡易な手法で干潟

再生を試みています（図 1）。海水導入前には 6 種類しかいな

かった底生生物が、導入後 1 年半で 30 種類にまで増加し、着

実に再生が進んでいます。しかし、干潟再生を湾全域に展開し

ていくには、防災面や所有権など、多くの社会的課題を克服し

なければなりません。潮受け堤防を改変するには、管轄する農

業部局の理解が必要です。また、堤防を開放すると海水が後背

地に浸入しやすくなるため災害対策も重要です。さらに干拓さ

れた農地（休耕地）の所有者の合意も必要です。これらの課題を解決するには、沿岸域を

管轄する行政部局や地元住民の協力と理解が必要です。こうした観点から、再生実験は地

元住民との“協働”を重視して進めています。地域住民の方々に干潟再生効果を実感してもら

うため、生物観察会や生物調査、アサリの放流、コアマモの移植等に参加していただき、

また里海の町創生に取り組む地元志摩市とも連携して進めています。さらに、漁業者の方々

にも干潟再生のメリットを実感してもらおうと、11 月からアオノリ（ヒトエグサ）の養殖

試験を開始しました。

その後、良好な生長が

みられ、12 月 20 日には

約800gの乾燥アオノリ

が収穫できました（図

2）。再生干潟がアオノ

リ漁場として利用でき

る可能性がうかがわれ

ました。今後も養殖試

験を継続し、再生干潟

の有効性について明ら

かにしていく予定です。 
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親イカナゴの産卵状況調査を行いました 

鈴鹿水産研究室 藤原正嗣 

  
伊勢湾のイカナゴ漁は、1970 年代後半から 1980 年代前半に大きな不漁に見舞われ、これ

を契機として本格的なイカナゴの資源管理が導入されました。現在、三重県水産研究所と

愛知県水産試験場が共同でイカナゴの産卵量や加入量、成長などを調査し、その結果に基

づいて両県の漁業者が協議して解禁日と終漁日が決定さており、全国でも模範的な資源管

理事例として認められています。今回は、産卵親魚の保護を目的とした親イカナゴの産卵

状況調査を紹介します。 

 
（１）調査の方法 

 イカナゴは北方系の魚で高

い水温は苦手のため、伊勢湾

では 5 月下旬～12 月中旬まで

海底の砂に潜って夏眠を行い

ます。夏眠中は餌を食べない

ので、夏眠から覚めると餌を

たくさん食べて産卵のための

エネルギーを蓄えようとします。そして 1 月に入ると伊勢湾外海で産卵を行います。 
この時期に答志・神島の両地区では釜揚げして販売する親イカナゴを獲っています。1983

年から産卵前の親イカナゴを保護するため、調査によって産卵が終了していることを確認

した後に漁獲するようになりました。この調査に水産研究所が協力しています。イカナゴ

の産卵時期には個体差があり１ヶ月以上続きますので、80％以上の魚の産卵が終了してい

ることを解禁の目安としています。 

 

（２）調査結果 

今年は 1 月 30 日に産卵状況の調査を行いました。毎年

デヤマと鯛ノ島の 2 ヶ所で採集したイカナゴで調査を行

っていますが、今回は鯛ノ島では漁獲できなかったので、

デヤマの魚のみの調査となりました。雌イカナゴ 100 尾の

腹を開いて卵巣を見たところ 84％が産卵を終えており、

解禁する目安である 80％を超えていました。この結果を

基に三重・愛知両県の漁業者が協議した結果、親イカナゴ

の漁は 2 月 5 日解禁、1 ヶ統当たり 900 ㎏／日、操業は 2

月末日で終漁することを取り決めました。   

このように三重・愛知のバッチ網、船曳網の漁業者は、産卵や成長などイカナゴに関す

る科学的な調査の結果を参考として、資源を適切に漁獲する資源管理に取り組んでいます。 

図１．産卵前のイカナゴ（左）と産卵を終えたイカナゴ（右）

図２．漁業者協議会 
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